
3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

配水場施設の送配水ポンプ、電動弁、受電設備の機器は、通常自動制御や遠隔操作などを行って

いるが、点検や故障対応などで、現地での操作を行う必要がある。

機器点検などが事前に予定されている場合は、操作手順書を作成し、それを基に作業を行うが、

VRを使用した機器操作シミュレーション技術があれば、現地に移動しなくてもVR空間で機器操作

の手順を確認することができる。

VRゴーグル等により、点検作業等の操作手順を検証することができる技術。

また、この技術は配水場の機器操作技術の向上・誤操作防止に応用することができる。

機器操作手順書等作成における現地での確認業務のための移動

作業頻度：44回/年、現地移動所要時間往復平均：40分/回

業務量削減時間：44×40＝1,760分/年（約29時間/年）

1  課題を抱える業務の内容

堺１ VRを使用した機器操作訓練による操作技術の向上

堺市

求める技術：⑭


